




までもなく時代を映す貴重な史料である。しかしながら、その多くが、戦災等により失われていったことは周知のとおりである。もちろん様々 立場の人間が記していたわけだが、なかでも学生・生徒、とりわけ学徒出陣により多くの若者が戦地に向かって行ったことも り、当時、大学や専門学校に在学していた学生の日記が残されるケースは極めて少ない。 、当時の大学や専門学校の置かれた状況については、法令等の面からは追うことはできても、それに応じた実態を探ることは容易ではない。
しかしながら、幸いにも国士舘史資料室では、そうし























委ねられる。これは、世田谷区剣道連盟初代会長であった伊籐京逸氏により、剣道教育の実践を高く評価され、世田谷区剣道連盟の少年指導を任されたこと ある。その教え子たちは世田谷区 連盟傘下の団体リーダーになるなど、人材の育成にも手腕を振った（二〇〇七［平成一九］年頃まで勤めたという） 。また、一九七四（昭和四九）年には、小野派一刀流免許皆伝。剣道界および世田谷地域を中心とし 教育、人材育成に大きな足跡を残した生涯であった。
さて、 「小野寅生日記」 （以下、 「日記」と略す）であ
るが、記録期間も長く、そ 多くが残されて そのうち、今回使用させていただく は Ｂ５判の大学ノート四冊、記録期間は、一九 三（昭和一八）年一二月一〇日から一九四八（昭和二三）年三月二九日のもので









剣道に重きを置いており、とくに直接指導を受けた小川忠太郎の教えは、日記にも数多く登場する。内容は、剣道を通して 精神的訓戒といったものが多い。 とえば、 「日記」一九四五年三月二日には、次のようにある。

















を持つてす、気魄は見識の生む所也、故に見識を磨く為大いに勉強しなければならな 」 （ 「日記」一九四五年三月一九日）と述べ、四徳目については「国史を読め、国史を読めば昔の人が如何にして上に仕へ如何にして事を処したかゞ分る、而
しか
して見識を養ひ、持つて読書する事




























であります。亦勤労学徒の熱意敵慨心た や一般に於て零であると申しても過言 はありません。社会の中堅層たる青年が斯の如きでありますから、日本国の者の敵慨心の程度 凡
およ
そ想像されます。但し農
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「学校へ教へて貰ひに行くのではない、自分でやるのである、教師は利用すべきであつて鵜呑すべきではない。自分で工夫してやらねば話しにならぬ」とあり、翌一九四六年六月一七日には、 「戦死した先輩同輩に対しても怠けてはゐられない、優秀な彼等は愚鈍な小生を残して行かれた、生き残つた我々の双肩 日本の運命が託されてゐるのだ、諸魂の冥福を祈る、我努力奮闘せん」とその決意が示され い 。
その後、一九四七年三月二一日、至徳専門学校を卒業
した小野は、就職に向けて動いている。しか ながら、就職難の時期でもあり、容易なもの はなかった。当初、大船の水産学校や千葉の農学校に たっているが結果は記されていない。
そこで、様々な気持ちの整理をするためか、一九四七





















































認定講習は、後の免許状申請に活かされた 考 られる。他方、 「日記」からは、教員組合草創期の様子もうかがうことができる。
戦後、民主化の中で組織された団体の一つに教員組合















いる。 「日記」一九四七年一二月一四日には、 「本日初の国士舘同人会を行ふ。参集者十五名。会の名前を永友会と名附く。重に卒業生の力に依つて、学校を維持、発展さす準備打合の下工作」とあり、さらに 同月二一日は、 「国士舘に行き、学校の将来と永友会の趣旨を話す。柴田梵天先生大いに喜ぶ」 る。すなわち、同窓会を発足すべく動いて
ところで、小野が何の教科を担当していたかについて
は、二学期の終業式が行われた一九四七年一二月二 日の記事の中に「国語の点 大部分可であつた事は生徒申訳がない」とあり、国語を担当し たようである。
年も明け、教師 しての最初の年度も終わりに近づい
ていく。一九四八年三月三日に 雛祭と卒業生の送別会が開かれた。そして 同 一〇日には、 「母にお金を持つて行く為に、十二時半頃三楽に行つた。その足で直ぐ山崎中学校の谷野校長に面接し、転任就職を受諾した」とあり、転任が決定した。すなわち、翌年度も教師
を続ける運びとなった。
一九四八年三月二〇日には卒業式、翌二一日には三学


















の理念やカリキュラム等を学園全ての関係者に宣言し日である。 「日記」冒頭の「自由の陰に責任あり…」は、同席したニューゼント 挨拶とみるのが自然であろう。また、これが小野とニ ーゼントの最初 出会いあり、 「ニュゼント等三名の外人のポーズは自然で落着いてゐた」とある如く、好印象であったことが解 。
次いで、一九四七年三月二 日の卒業式で再会を果た



























































































マ字による言語改革を一九四六年三月初旬に来日する米国教育使節団に勧告してもらうために、密かに準備を開始する。同年三月四 には、 「暫定的研究・言語改革の研究」を作成している。ここでホールは、 「ポツダム宣言」の一節、 「日本国政府ハ日本国国民ノ間ニ於ケル民主主義的傾向ノ復活強化ニ対スル一切ノ障礙ヲ除去スベシ」の条項を引用し、言語改革を民主化の遂行に役立てようとしている総司令部の目的 巧みに合致させよ としたのである。
しかし、ニューゼントは、ホールの担当者研究に対し










































語の言語改革に関する文明破壊とも思え 新案、 「公用語の片仮名統一」と「ローマ字による言語改革」が浮上した。結果的には両案 も廃案となる訳だが、その最終段階において決着をつけたのが であった。
これは先に示したニューゼントの米国教育使節団を前
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学出版部、一九九一年、一四八～一五〇頁。
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10） 同前、九九頁。
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